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1.本研究の背景と目的 

 都心市街地の混雑を緩和するため、現在多くの都市で

トランジットモール導入が検討されている。トランジッ

トモール導入により都心中心街の交通量は減少し、都心

周辺部では逆に交通量が増加することが予想される。 

 そこで本研究では、札幌都心部に導入した場合、交通

環境にどのような影響が現れるのかを分析した．具体的

には，車種別利用者均衡配分を適用し，トランジットモ

ールとさまざまな交通施策を実行したときの交通量や

NOｘ･CO２排出量等の変化を分析した。 

 

2. 配分条件の設定 

 本研究では都心部を図 1 のように、北は北 8 条通、南

は南 7 条通、東は東 3 丁目、西は石山通までと設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 都心部の範囲 

 

 配分ネットワークは，都心部を詳細に表現した H6 年道

央都市圏現況道路ネットワークとした。OD データは、業

務交通の午前と午後のピークを想定し，平日 10 時台、

平日 14 時台とした。 

 

3.分析条件の設定 

 各時間帯での分析条件を表 1、表 2 に示す。トラン

ジットモールを導入する際は、午前と午後でモール上

の横断規制を加えて分析を行う。全てのモール上の横

断はタクシーのみを可能とし，その他の車両には横断可

能箇所をいくつか設定した．この設定は，車種別配分の

考え方により表現している．ここでケース 0 は現況、ケ

ース 1 は環状通整備のみ、ケース 2～5 ではトランジット

モール導入している。 

 

表 1 平日 10 時台での分析条件 

 

 

 

 

 

 

表 2 平日 14 時台での分析条件 

 

 

 

 

 

 

4.現況再現性の検証 

 配分による現況の予測値と H6 年道路交通センサス断

面交通量の実測値とを比較し、現況再現性の検証を行っ

た。その結果、予測値と実測値との重相関係数は，平日

10 時台で 0.829、平日 14 時台で 0.899 となり、現況再現

性は確認された（図 2，図 3）。 

図 2 予測値と実測値との比較(左：10 時台，右：14 時台) 
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 ケ ー スケ ー スケ ー スケ ー スケ ー スケ ー ス

10 - 0 10 - 1 10 - 2 10 - 3 10 - 4 10 - 5

① 環 状 通 の 整 備 × ○ × ○ ○ ○

② 創 成 川 連 続 ア ン ダ ー パ ス 整 備 × × × × ○ ○

③ 豊 平 川 左 岸 通 の 整 備 × × × × ○ ○

④ 駅 前 、大 通 、創 成 川 通 の モ ー ル 化 × × ○ ○ ○ ○

⑤ モ ー ル 区 間 内 一 般 車 両 横 断 × × ○ ○ ○ ×

⑥ モ ー ル 区 間 内 一 部 一 般 車 両 横 断

 ケ ー スケ ー スケ ー スケ ー スケ ー スケ ー ス

14 - 0 14 - 1 14 - 2 14 - 3 14 - 4 14 - 5

① 環 状 通 の 整 備 × ○ × ○ ○ ○

② 創 成 川 連 続 ア ン ダ ー パ ス 整 備 × × × × ○ ○

③ 豊 平 川 左 岸 通 の 整 備 × × × × ○ ○

④ 駅 前 、大 通 、創 成 川 通 の モ ー ル 化 × × ○ ○ ○ ○

⑤ モ ー ル 区 間 内 一 般 車 両 横 断

⑥ モ ー ル 区 間 内 一 部 一 般 車 両 横 断 × × ○ ○ ○ ×
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5.評価指標の算出 

5.1 主要路線別時間混雑度 

 モール化（ケース 2～5）による都心内主要路線の変化

は図 3 のようになる。これより、モール化すると都心外

周道路は全て混雑することが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 モール化による主要幹線道路の変化 

 

5.2 都心内流出入交通量 

図 4 からモール化により都心内流出入交通量は減少す

ることがわかる。すなわちモール化により，都心内の通

過交通が抑制されていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

図 4 都心内流出入交通量の変化 

 

5.3 都心内総走行時間 

 図 5 からモール化により都心内総走行時間が増加し、

都心部の効率性が低下することがわかる。これは，都心

部への流入出交通量が減少しても，交通のトリップ長が

伸びたためと考えられる．しかし、環状通整備と併せて

行うことによりその影響は小さくなることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 都心内総走行時間の変化 

 

5.4 NOｘ･CO２排出量 

NOｘ･CO２排出量は H8 年東京都調査で使用された原単

位算定式を適用した。図 6、図 7 からモール化により、

都心内における NOｘ･CO2 排出量は減少するが、都心外で

は増加することがわかる。 
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図 6 都心内 NOｘ･CO2 排出量の変化 
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図 7 都心外 NOｘ･CO2 排出量の変化 

 

6.まとめ 

 トランジットモールを導入することで，都心部の通過

交通が抑制され、都心部においては交通環境改善効果が

あることが明らかになった。しかし同時に、都心外道路

への負荷が大きくなることも明らかになった．さらに，

モール上に横断可能箇所を設定しない場合，通過交通は

さらに抑制されるが、都心外道路への負荷が増大するこ

とがわかった。 

トランジットモール導入は、特に業務･物流の面で障害

となるため、モール上に横断可能箇所を設定することは

避けられない。これらを踏まえると，本研究における設

定条件では、ケース 4 が最適であるという結論に至った。 

 トランジットモール導入は、都心内ではその効果を期

待できるが，都心外では負の効果となる。そのため、都

心外の影響も考慮すると，都心外幹線道路整備も併せて

行うことが重要である。 
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